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【2危険有害性の要約】
畢重要危険有害性及び影響:

GHS分類

物理化学的危険性

健康に対する有害性

急性毒性(経口)

急性毒性(経皮)

急性毒性(吸入)

皮膚腐食性/刺激性

眼に対する重篤な損傷

/眼刺激性

呼吸器感作性

皮膚感作性

生殖細胞変異原性

発がん性

生殖毒性

特定標的臓器毒性

(単回暴‐
齢l

特定標的臓謡毒性

(反復暴∋

吸引性Ⅳ吸器有害性

環境に対する有害性

水生環境有害性・急性

水生環境有害性・慢性

GHSラベル要素

【1化学物質等及び会社情報】

製品名

会社名

住F所

担当部門

韓

FAX番 号ヽ

メールアドレス

緊鋭

推奨用途及び使用上の制限

絵表示又はシンボル

消日壼翼魅遮垢吾

危険有害性情報

器

【予防策】

【対応】

【保管】

【廃棄】

【使用上の注意〕

【3組成、成分情報】

単一製品・混合物の区別

官報公示整理番号(化審法)

官報公示整理番号(安衛法)

成分及び含有量

成分

作成日 2015年5月 20日

製品安全ァ
~‐

シート

ランエース L-50
花エプロフェッショナル・サービス株式会社

(〒 131-3501)東京都塁田区文イと2-1-3

03-5630-7141

03-5630-7533

ipv@kao.cttp

03-5630-7141

リネン用洗剤

分類できない/分類対象外

区分外

区分外

分類対象永蒸剣

区分外

区分1

分類できない

分l煩て'きない

分類できない

分類できない

分類藍 ない

分類登 ない

分類できない

畑 できない

区分2

分類藍 ない

危険

重篤な眼の損傷

水生生物に毒性

使用前に取扱説明書を入手すること。

すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

環境への放出を避けること。

保護眼鏡/保護面を着用すること。

眼に入つた場合:水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容易に外せる

場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。直ちに医自下に連絡すること。

皮膚に付着した場合:多量の水と石鹸て・洗うこと。

暴露または暴露の懸念がある場合:医冑下の診断/手当を受けること。

施錠して保管すること。

産業廃棄物処理業者に委託する。

水質汚濁防止法などの関連法規に適合するよう廃棄する。

混合物

有り(原料として)

有り(原料として)

含有量⑭ CAS番 号
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ポリオキシアルキレンアルキルエーテル

蛍光増白剤

水、その他成分

プF′ム`開

非公開

非公開

非公開

非公開

【4応急措置】

吸入した場合

皮膚に付着した場合

目に入つた場合

飲み込んだ場合

【5火災時の措置】

消火剤

使つてはならない消火剤

特有の危険有害性

特有の消火方法

消火を行なう者の保護

【6漏出時の措置】

人体に対する注意事項、

保護具及び緊急時措置

環境に対する注意事項

除去方法

二次災害の防止策

【7取扱い及び保管上の注意】

取扱い

技術的対策

注意事項

安全取扱い注意事項

適切な保管条件

安全な容器包装材料

【8暴露防止及び保護措置】

設備対策

管理濃度

許容濃度

日本産業衛生学会

ACGIH

腰

呼け及器の保護具

手の保護具

目の保護具

皮膚及び身体の保護具

適切な衛生対策

【9物理的及ぴ化学的性質】

物理的状態

献

色

臭い

pH

物理的状態が変化する

特定の温度/温度範口

沸点

保管

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

暴露または暴露の懸念がある場合:医師の診断/手当を受けること。

直ちに、汚染された衣l霞をすべて脱ぐこと/取り『余くこと。皮膚を流水/シャワーで洗うこと。

暴露または暴露の懸念がある場合:医師の診断/手当を受けること。

水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。

その後も洗浄を続けること。直ちに医師に連絡すること。

水で口の中を洗浄し、コップ1～ 2杯の水を飲ませる。

暴露または暴露の懸念がある場合:医師の診断/手当を受けること。

気分が悪い時は、医自下に連絡すること。

粉末消火薬剤、水溶性液体用泡消火薬剤、二酸化炭素、乾燥砂、霧状水

棒状の水

当該製品は分子中にN、 CI、 Sを含有しているため火災時に刺激性、有害なヒュームを発生する。

火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して消火する。消火作業は、可能な限り同卜から行う。

消火作業では、適切な保護具(手袋、眼鏡、マスク等)を着用する。

作業には、必ず保護具(手袋・眼鏡、マスク)を着用する。

多量の場合、盛上で田つて人を安全に待避させる。必要に応じた換気を確保する。

環境への放出を避けること。

少量の場合、吸着剤(おがくず・土・砂・ウエス等)で吸着させ取り除いた後、残りをウエス、雑巾等で

よく拭き取る。

多量の場合、周囲への流出を防止し、安全な場所に導いてから処理する。

付近の着火源となるものを速や力Чこ除くとともに消火剤を準備する。

床に漏れた状態で放置すると、滑り易くスリップ事故の原因となる。

取扱い場所の近くに、洗眼及び身体洗浄ができる設備を設置する。

火気注意。使用時に飛散しない対策をする。

適切な排気換気装置を使用する。

取扱い後はよく洗うこと。

適切な保護具を着用すること。

容器を密閉して、直射日光や雨の当たらない、換気の良い場所で保管すること。

施atして保管すること。

火気注意。

アルカリ性により腐食する素材を使用しない。

取扱い場所の近くlこ、洗眼及び身体洗浄ができる設備を設置する。

適切な排気換気装層を使用する。

設定されていない

設定されていない

設定されていない

状況に応じ着用

ゴム保護手袋

保護眼鏡

長袖作業衣

取扱い後は良く手を滞 こと

液体

淡黄色透明

わずかな(若干)特異臭

9(原液)

情報無し
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融点(流動点)

引火点

燃焼又は爆発特1生

燃焼又は爆発限界

蒸気圧

蒸気密度

密度(比重)

溶解度

水溶解性

溶媒溶解性

「

オクタ′―,レ/水分配係数

(Iog Powl

自然発火温度

糾

臭いの関値

蒸発速度

燃焼性(回体、ガス)

粘度

その他のデータ

拝辞岡照し

引火点なし

上限 :情報無し下限 :情報無し

憚障門隠し

倅岸岡照し

1 022(20℃代表l直 )

瀞

倅岸岡照し

倅壽肥照し

:情章R無し

:情報無し

:情報無し

:情報無し

:拝薄岡隠し

:情報無し

:倅諄岡照し

【刊O安定性及び反応性】

化学的安定性

危険有害反応可能性

避けるべき条件

混開け巳険物質

危険有害な分解生成物

その他

通常の使用では安定。

憚壽開熙し

情報無し

倅蒔岡熙し

燃焼すると、刺激性、有害なヒュームを発生する。

倅壽開熙し

拝諄岡礁し

情報無し

情報無し

拝壽岡熙し

情報無し

倅壽岡熙し

情報無し

拝壽開熙し

情報無し

ポリオキシアルキレンアルキルエーテル:区分1

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

情報無し

【1刊 有害性情報】

急性毒性

経口

製品についての情報       :
成分についての情報       :

経皮

製品についての情報       :
成分についての情報       :

し及入

製品についての情報       :
成分についての情報       :

皮膚腐食性/束 1激性

製品についての情報       :
成分についての情報       :

眼に対する重篤な損易椋‖激性

製品についての情報       :
成分についての情報       :

呼吸器感作性又は皮膚感作性

蝦

製品についての情報:

成分についての帥

皮膚

製品についての帥

成分についての帥

変異原性

(生殖細胞変異原性)

製品についての情報       :
成分についての情報       :

発がん性

製品についての情報       :
成分についての情報       :
IARC:リストされていない

NTP:リストされていない

日本産業衛生学会:リストされていない

生殖毒性

製品についての情報       :
成分についての情報       :

特定標的臓器毒性
―単回暴露

製品についての情報       : 情報無し
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成分についての情報

特定標白t脇隣 性
―反復暴露

製品についての情報

成分についての情報

吸引性卿吸器有害性

製品についての情報

成分についての情報

その他

倅岸田礁し

博 際 し

僻 風無し

倅斧田熙し

倅蒔田熙し

倅滓田熙し

【12環境影響情報】

生態毒性

残留性/分解性

土壌中の移動性

生態蓄積性

他の有害髭響

僻 R無し

情幸R無し

情報無し

拝諄岡熙し

倅辞岡熙し

【刊3廃棄上の注意】
"取り扱い及び保管上の注意"の章を参照。

産業廃棄物処理業者に委託する。

水質汚濁防止法などの関連法規に適合するよう廃棄する。

【刊4輸送上の注意】

国際法規制            :航 空輸送はいT賊び海上輸送はIMDGの規則に従う。

国連分類・国連番号         :該 当しない

国内法規制            :陸 上輸送:消防法、労働安全衛生法等に定められている運送方法に従う。

海上輸送             :船 舶安全法に定められている覆桜方法に従う。

航空輸送             :航 空法に定められている運送方法に従う。

輸送の特定の安全対策       :"漏 出時の処置:漏出時の措置"を参照。

及び条件              "取 り扱い及び保管上の注意"の章を参照。

容器の破損、漏れがないことを確かめる。

荷くずれ防止を確実に行う。

該当法規に従い、包装、表示、輸送をそう 。

緊急時応急措置指針番号      :NA

【15適用法令】

国内適用法令:化学物質排出把握管理促造法該当日よい

労働安全衛生法

労働安全衛生法法第57条の2    信亥当しない

毒物及び劇物取締法        :該 当しない

火薬類取締法           :該 当しない

高圧ガス保安法          :該 当しない

消防法              :該 当しない

化審法:特定・監視・優先評価化学物質 :該当しない

船舶安全法            :該 当しない

航空法              :該 当しない

【刊6その他】

引用文献
・GHS対応ガイドライン ラベル及び表示・安全ァ

~―
タシート作成指針、(社)日 本化学工業協会、2012年6月

・製品安全データシート(各成分)各原料メーカー

記載内容は当社の最善の調査に基づいて作成しておりますが、記載のァ
~学

や評価に関しては必ずしも安全性を十分に保証す

るものではありません。すべての化学製品には未知の有害性が有り餡 ため、取扱いには細心の注意が必要です。御使用者各

位の責任において、安全な使用条14を設定下さるようお願いします。また、特別な取扱いをする場合には、新たに用途・用法

に適した安全対策を実施の上で御使用ください。当製品安全ァ
~‐

シーHよ、日本国内法規を基準に作成したものです。


